
古津軽の食

【大鰐温泉もやし】
約400年前から栽培されてきた津軽伝承野菜の
一つで、津軽三代藩主・信義公が大鰐で湯治す
る際は必ず献上されたそうです。
温泉熱・温泉水のみを使用して栽培され、
独特の芳香とシャキシャキとした歯触りが
特徴です。
「もやし炒め」、「みそ汁」にして食べるともやしの
ダシが効いておいしいです！！

67:古津軽「ならではみやげ」セレクション 【大鰐温泉もやし】

■場:鰐come ■料:300円 ■時:8:00~16:00
■所:大鰐町地域交流センター

大鰐町大鰐川辺11-11

【大鰐町】期間中いつでも(定休日等あり)


